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越
谷
市
の
中
島
の
葱
栽
培

山
本

泰
秀

中
島
の
耕
地
は
葱
畑
が
目
立
つ
が
、
こ
こ
で
は
深
谷
と
比
肩
す
る
程
の
良
質
な
葱
が
作
ら
れ
て
い
る
。
元
々
中
島

の
地
は
古
利
根
川
と
元
荒
川
の
合
流
地
点
に
あ
た
る
。
そ
も
そ
も
自
然
堤
防
の
発
達
し
た
地
は
、
ほ
と
ん
ど
畑
地
で

あ
る
。
中
島
と
言
う
こ
の
名
も
も
と
も
と
は
、
両
川
の
合
流
し
た
先
の
中
州
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
元
荒
川
古
利
根
川
の
水
が
運
ん
だ
土
砂
な
ど
が
次
第
に
堆
積
し
て
来
た
。
流
水
に
よ
る
堆
積
作
用

に
よ
っ
て
川
筋
に
で
き
る
粘
土
を
地
元
で
「
い
な
ご
土つ

ち

」
と
言
い
、
葱
が
よ
く
育
つ
。

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
よ
れ
ば
、
増
森
か
ら
分
村
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
中
島
の
地
の
地
味
は
色い

ろ

赤
真ま

土つ
ち

に

し
て
砂
が
混
じ
り
稲と

う

粱
り
ょ
う

菜
蔬

さ
い
そ

（
稲
・
野
菜
）
に
宜
し
く
水
利
便
な
り
。
時
々
大
小
と
日
照
に
苦
し
む
と
書
か
れ
て

い
る
。
嘉
永
六
年
正
月
（
一
八
五
三
）
領
村
穀
高
（
石
高
）
普
請

ふ
し
ん

帳
に
よ
り
中
島
村
総
面
積
は
三
拾
五
町
一
反
四
畝

三
歩
下
田
一
町
九
反
拾
八
歩
、
上
中
下
畑
三
拾
三
町
二
反
三
畝
十
五
歩
で
耕
作
面
積
の
内
畑
地
が
圧
倒
的
に
多
く
葱

栽
培
の
適
地
と
言
え
る
。
で
は
一
体
い
つ
頃
か
ら
中
島
の
地
で
葱
栽
培
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

越
谷
で
の
葱
栽
培
の
古
い
記
録
は
、
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
第
十
巻
九
十
四
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
柄
が
最

も
古
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
風
土
記
稿
の
制
作
年
代
は
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
か
ら
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）

で
今
か
ら
凡
そ
二
百
年
前
の
記
録
と
な
る
。
葱
に
関
し
て
の
記
載
は
、
葛
西
用
水
の
項
に
出
て
く
る
。

【
葛
飾
郡
幸
手
領
の
水
田
を
沃そ

そ

ぎ
古
利
根
川
に
設
け
し
琵
琶
溜
井
に
入
り
そ
れ
よ
り
東
南
の
方
に
流
れ
、
流
末
松

伏
溜
井
に
至
り
本
流
の
左
右
に
東
西
へ
分
類
す
。
其
の
一
は
葛
飾
郡
松
伏
村
へ
圦い

り

桶お
け

設
け
て
引
入
れ
、
同
郡
諸
村

の
引
用
水
と
す
。
其
の
一
は
郡
内
増
林
村
の
内
へ
引
入
れ
、
元
荒
川
の
流
末
に
設
け
た
る
瓦
曽
根
村
に
沃
ぎ
・
・
・
】

結
末
に
「
土
地
の
産
物

木
綿
・
縞
（
こ
う
・
織
り
目
を
固
く
密
に
し
た
絹
布
）
糯
米
（
も
ち
ご
め
）
牛
蒡
・
索
麵
・

大
根
・
葱
と
右
岩
槻
越
ヶ
谷
辺
の
名
物
と
し
て
世
に
称
せ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
中
島
で
も

古
く
か
ら
の
栽
培
が
あ
っ
た
様
に
思
わ
れ
る
。

多
年
在
来
の
葱
栽
培
に
対
し
て
潮
止

し
お
ど
め

村
（
現
八
潮
市
）
か
ら
新
品
種
の
葱
種
が
昭
和
初
期
に
入
っ
て
き
た
よ
う

で
あ
る
。
中
島
の
故
杉
山
卯
八
氏
（
平
成
十
五
年
二
月
九
日
一
〇
〇
歳
で
逝
去
）
の
話
に
よ
る
と
、
戦
前
に
八
潮
市

旧
潮
止
村
の
篤
農
家
か
ら
種
を
譲
り
受
け
た
と
い
う
。「
黒く

ろ

一
本
太ふ

と

葱ね
ぎ

」
の
誕
生
で
あ
る
。
中
島
地
区
の
自
家
用
菜

園
で
栽
培
し
て
い
た
よ
う
で
、
国
家
統
制
令
の
戦
時
下
で
は
自
由
販
売
が
で
き
ず
、
葱
は
吉
川
の
市
場
に
闇
で
出
荷

さ
れ
た
昭
和
十
七
年
頃
の
話
で
あ
る
。

昭
和
十
五
年
以
後
の
戦
時
下
に
お
け
る
野
菜
統
制
令
に
つ
い
て
少
々
記
し
た
い
。
東
京
中
央
卸
市
場
の
戦
時
下
の

出
来
事
を
要
約
す
る
と
、
昭
和
十
五
年
八
月
「
生
鮮
食
料
品
の
配
給
及
び
統
制
に
関
す
る
件
」・
次
い
で
十
六
年
「
配

給
統
制
規
則
」
公
布
さ
れ
青
果
物
及
び
イ
モ
が
完
全
配
給
統
制
時
代
に
入
っ
た
。
中
央
卸
売
市
場
の
本
来
の
機
能
は

事
実
上
停
止
し
、
卸
売
人
配
給
機
関
と
な
り
、
仲
買
人
は
す
べ
て
廃
止
。
戦
後
、
昭
和
二
十
二
年
十
月
果
実
統
制
令

を
解
除
し
、
漬
物
は
二
十
三
年
十
二
月
に
蔬
菜
は
翌
年
三
月
に
解
除
さ
れ
、
全
面
的
解
除
は
昭
和
二
十
五
年
四
月
ま

で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

昭
和
二
十
五
年
六
月
に
山や

ま

柏が
し

葱
市
場

い
ち
ば

を
開
業
し
た
星
野
政
司
は
越
ヶ
谷
三
丁
目
の
明
誌
社
の
南
隣
の
星
野
家
に

生
ま
れ
る
。
足
立
区
の
北
千
住
に
あ
る
千
住
（
寿
）
葱
は
、
葱
専
門
の
葱
商
が
扱
う
葱
で
あ
り
、
星
野
氏
の
「
山
柏
」

が
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
葱
の
特
色
が
と
て
も
甘
く
、
張
り
が
あ
り
、
艶
も
あ
る
と
い
う
一
番
の
葱
で
あ
る
。
甘
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い
メ
ロ
ン
の
糖
度
が
十
四
度
で
あ
る
の
に
対
し
千
住
葱
は
十
七
度
も
あ
る
。
古
く
は
江
戸
の
昔
、
蕎
麦
屋
が
「
一
本

で
薬
味
が
ど
ん
ぶ
り
一
杯
も
と
れ
る
。
」
と
言
う
評
判
を
と
っ
た
の
が
始
ま
り
で
そ
の
後
、
焼
き
鳥
屋
、
す
き
焼
き

屋
、
鍋
屋
な
ど
が
「
白
身
が
長
い
だ
け
で
な
く
、
焼
い
て
も
よ
し
、
煮
て
も
よ
し
、
お
ま
け
に
日
持
ち
も
す
る
」
と

先
を
争
う
よ
う
に
こ
の
葱
を
使
い
始
め
る
と
あ
る
。

こ
の
話
は
と
も
か
く
、
中
島
の
葱
栽
培
に
つ
い
て
杉
山
卯
八
氏
が
昭
和
三
十
七
・
八
年
頃
、
中
島
在
住
の
鈴
木
努

氏
（
昭
和
十
三
年
二
月
二
十
三
日
生
）
に
講
師
と
し
て
埼
玉
会
館
に
お
い
て
が
葱
栽
培
に
つ
い
て
の
講
演
を
し
て
く

れ
る
様
頼
ん
で
き
た
と
い
う
。
こ
の
時
は
越
谷
に
農
業
普
及
所
が
あ
り
、
鈴
木
氏
と
杉
山
氏
と
は
交
流
が
あ
り
、
よ

く
よ
く
葱
の
話
を
杉
山
氏
か
ら
伺
い
講
師
を
引
き
受
け
た
。
こ
の
時
原
種
の
話
も
さ
れ
、
種
が
八
潮
の
も
の
で
あ
る

と
話
さ
れ
た
。
当
日
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
越
谷
市
農
政
課
の
職
員
、
普
及
所
女
性
職
員
望
月
氏
二
名
も
参
加
し
て

い
た
。
こ
の
時
の
聴
衆
の
多
く
は
バ
ス
で
来
て
い
た
県
北
部
の
参
加
者
で
県
東
部
の
参
加
者
は
少
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
、
中
島
の
葱
の
原
産
地
潮
止
に
つ
い
て
書
き
記
し
た
い
と
思
う
。
潮
止
の
葱
の
栽
培
は
京
浜
市
場
を
持
つ

関
東
近
県
の
葱
栽
培
と
同
様
「
千
住
葱
」
栽
培
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。
潮
止
村
の
葱
栽
培
は
天
保
年
間
（
一
八

三
〇
～
四
十
四
年
）
に
東
京
府
南
葛
飾
郡
砂
町
か
ら
「
千
住
葱
」
の
原
種
を
取
り
寄
せ
て
試
作
し
た
の
が
始
ま
り
と

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
当
時
軟
化
栽
培
技
術
に
乏
し
い
た
め
に
市
場
で
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
夏
用
種

と
冬
季
種
と
を
区
別
し
て
栽
培
し
た
と
こ
ろ
漸
次
市
場
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
の
改
良
に
よ
っ

て
潮
止
葱
と
し
て
市
場
に
出
荷
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
。
っ
た
。
葱
生
産
量
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
十
五
万

貫
、
以
後
減
少
し
た
が
同
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
は
十
六
万
二
六
九
〇
貫
に
ま
で
回
復
し
て
お
り
、
生
産
額
で
み

れ
ば
大
正
期
に
生
産
を
伸
ば
し
て
き
た
青
菜
と
と
も
に
同
村
の
主
要
蔬
菜

そ
さ
い

で
あ
っ
た
。

野
菜
の
統
制
の
解
除
さ
れ
た
昭
和
二
十
七
年
頃
か
ら
三
十
年
ま
で
山
柏
（
千
住
市
場
）
迄
行
く
に
は
自
転
車
に
括く

く

り
付
け
た
リ
ヤ
カ
ー
で
運
ん
だ
。
十
五
把
～
二
十
把
積
み
込
ん
で
二
時
間
か
け
て
中
島
か
ら
千
住
迄
、
夜
六
時
か
七

時
に
中
島
を
出
発
し
た
。
山
柏
に
は
寝
泊
ま
り
す
る
部
屋
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
三
十
一
年
過
ぎ
に
は
自
動
車

社
会
に
な
り
、
中
島
か
ら
千
住
ま
で
は
四
十
五
分
ほ
ど
で
着
く
よ
う
に
な
っ
た
。
葱
の
集
荷
荷
造
り
は
朝
七
時
、
八

時
に
始
め
て
夜
の
十
時
頃
ま
で
作
業
を
続
け
た
。
通
常
、
売
り
手
は
一
束
三
十
～
四
十
本
括
り
付
け
二
百
五
十
円
か

ら
三
百
円
、
高
い
時
で
は
三
百
八
十
円
程
度
で
仕
切
ら
れ
て
い
た
。
車
で
は
二
十
五
～
三
十
束
ほ
ど
積
み
込
み
が
で

き
た
。
出
荷
は
一
年
を
通
し
て
三
回
に
わ
け
ら
れ
た
。

太
葱
を
春
先
か
ら
出
し
、
太
葱
に
坊
主
が
出
来
て
し
ま
う
頃
、
こ
れ
に
代
わ
る
品
種
の
晩
生

お
く
て

葱
（
「
お
く
ね
ぎ
」

と
も
）
を
出
荷
。
一
本
が
五
～
六
本
に
分
蘖

ぶ
ん
け
つ

（
稻
・
麦
な
ど
の
、
根
に
近
い
茎
の
関
節
か
ら
枝
分
か
れ
す
る
こ
と
）

す
る
潮
止
原
産
で
五
月
・
六
月
が
出
荷
最
盛
期
で
あ
る
。
乾
燥
畑
で
は
よ
く
生
産
で
き
ず
、
水
分
の
多
い
畑
地
を
好

む
。
株
分
け
法
に
よ
り
短
い
期
間
に
繁
延
す
る
柔
ら
か
く
独
特
の
香
り
が
あ
る
葱
で
あ
る
。
ま
た
細
い
葱
を
「
わ
け

葱
」
と
い
い
、
一
年
中
生
産
さ
れ
て
い
る
が
、
七
・
八
月
に
わ
け
葱
が
多
く
市
場
を
占
め
る
の
だ
。
わ
け
葱
と
言
う

だ
け
あ
り
、
一
本
が
十
五
～
二
十
本
程
度
分
蘖
し
、
太
さ
は
一
㎝
か
ら
一
・
五
㎝
で
千
葉
県
我
孫
子
か
ら
移
入
し
て

き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
春
先
に
出
す
黒
一
本
太
葱
に
つ
い
て
少
し
記
述
す
る
と
、
子
の
葱
は
耐
寒
性
が
強
く
、

色
・
味
・
収
量
が
低
下
し
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
葱
の
色
は
青
く
濃
い
、
葉
の
付
け
根
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
一

枚
一
枚
が
重
ね
あ
っ
て
い
る
。
合あ

い

黒ぐ
ろ

系
の
「
純

一

本

じ
ゅ
ん
い
っ
ぽ
ん

太ふ
と

葱ね
ぎ

」
は
鍋
料
理
の
始
ま
る
十
月
頃
か
ら
次
の
年
初
春
三

月
頃
迄
の
間
出
荷
さ
れ
た
。
一
束
三
十
～
四
十
本
で
一
把
と
な
る
。
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十
一
月
頃
に
選
別
し
た
葱
苗
を
畑
に
植
え
替
え
て
翌
年
五
月
～
六
月
に
種
を
採
取
す
る
。
山
柏
に
葱
を
出
荷
し
て

い
た
農
家
は
当
時
の
中
島
の
世
帯
数
の
半
分
約
十
五
・
六
戸
だ
っ
た
。
右
は
中
島
在
住
の
鈴
木
努
氏
の
話
で
あ
る
。

葱
栽
培
農
家
と
し
て
今
現
在
も
こ
の
山
柏
に
葱
を
出
荷
し
て
い
る
中
島
の
鈴
木
清
貴
氏
（
昭
和
二
十
六
年
八
月
二

十
五
日
生
ま
れ
）
の
話
を
こ
こ
で
述
べ
た
い
と
思
う
。
千
住
の
山
柏
青
果
市
場
で
は
、
競
り
を
行
う
時
、
出
品
者
の

名
前
、
屋
号
な
ど
で
生
産
者
が
誰
な
の
か
知
ら
せ
る
と
い
う
。
鈴
木
家
の
葱
は
清
貴
氏
の
先
祖
「
金
次
郎
」
と
呼
ば

れ
る
そ
う
だ
。
長
く
葱
栽
培
に
携
わ
っ
て
来
ら
れ
た
鈴
木
家
の
家
系
を
墓
石
に
て
調
査
し
て
み
た
。

斉
兵
衛
＝
文
化
十
四
年
（
１
８
１
７
）
六
月
十
八
日

亡

七
代
前
の
金
次
郎
＝
安
政
四
年
（
１
８
５
７
）
四
月
七
日

亡

斉
兵
衛
＝
慶
応
二
年
（
１
８
６
６
）
五
月
十
二
日

亡

金
次
郎
＝
明
治
八
年
（
１
８
７
５
）
一
月
八
日

亡

清
貴
氏
の
七
代
前
に
あ
た
る
人
物
で
あ
り
、
関
係
者
か
ら
今
も
こ
の
人
物
の
名
前
で
呼
ば
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
そ
れ
だ
け
の
期
間
売
買
の
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
鈴
木
家
は
代
々
斉
兵
衛
で
初
代

か
ら
続
い
て
き
た
家
柄
で
あ
る
。
更
に
推
測
す
る
に
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
の
記
載
時
代
千
住
（
寿
）
葱
と
関
わ
り
が

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

「
千
住
市
場
開
設
三
百
三
十
年
記
念
碑
」
が
現
存
し
て
い
る
が
、
建
設
さ
れ
た
明
治
三
十
九
年
五
月
二
十
二
日
の

日
付
け
か
ら
逆
算
す
る
と
、
市
場
が
建
っ
た
の
は
江
戸
期
よ
り
前
の
天
正
四
年
（
１
５
７
６
）
に
当
た
る
と
思
わ
れ
、

形
は
今
と
違
え
ど
も
歴
史
を
感
じ
る
。

千
住
葱
の
主
た
る
生
産
地
は
埼
玉
や
千
葉
で
す
が
、
昔
か
ら
良
い
葱
は
こ
こ
東
京
の
千
住
の
市
場
に
出
荷
さ
れ
続

け
て
い
る
。
昔
は
、
市
場
へ
農
家
の
人
々
が
荷
車
に
葱
を
積
み
込
ん
で
牛
に
ひ
か
せ
た
り
、
自
分
で
ひ
い
た
り
し
て

大
変
だ
っ
た
。
こ
れ
以
前
は
恐
ら
く
舟
運
で
運
ば
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
増
森
の
晒
業
は
天
保
十
一
年
小
島
家

【
家
内
記
録
帳
】
に
活
発
な
動
き
が
み
て
と
れ
る
し
、
又
、
御
廻か

い

米ま
い

の
義
も
浅
草
橋
付
近
の
隅
田
川
沿
い
の
所
に

あ
り
、
当
増
林
か
ら
の
御
米
蔵
納
品
に
舟
運
が
使
わ
れ
た
と
あ
る
。
安
政
四
年
十
月
十
七
日
帆
走
船
で
船
立

ふ
な
だ
ち

す
る

と
い
う
文
が
あ
る
。

ま
た
、
江
戸
は
当
時
食
の
一
大
消
費
地
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
一
大
下
肥

し
も
ご
え

産
地
で
も
あ
り
、
江
戸
か
ら
こ
の
近

辺
に
野
菜
な
ど
の
肥
料
と
し
て
運
ん
で
き
て
い
た
。
増
林
、
増
森
、
中
島
を
流
れ
る
古
利
根
川
は
流
末
の
隅
田
川
に

つ
な
が
り
、
生
産
し
た
葱
も
同
じ
く
舟
運
が
つ
か
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
川
が
あ
っ
て
の
産
業
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。＊
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